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１． 研究計画の概要 

 

A-1）スピンラベル法（ASL）に基づく定

量的perfusion MRIの開発、データ解析手

法を確立し、定量的脳血流、血液量画像

を作成可能とする。 

 

A-2）脳神経伝達物質、特にGlu、 

Gln、GABAを定量的にMRSにより評価する

方法を確立する。 

正常人および慢性閉塞性脳血管障害患

者例を対象とし、perfusion、MR-OEF画

像、MRSによる、虚血に伴う脳組織障害

の評価の研究を行う。 

 
２．研究の進捗状況 
 
A-1) ASL 血流画象に関しては、全脳範囲
をカバーし、到達時間の補正を行った脳血
流のマッピングが可能となった。慢性閉塞
性脳血管障害患者 PET－CBF との相関も良
好であった。 

 
A-2) MEGA-PRESS 法の改良を行い、その
S/N の改善法を特許として、共同出願した。 
この新しい手法を用い正常人 GABA 代謝を
確認のデータを収集した。 

 
３．現在までの達成度 
 
A-1）、A-2） いずれの課題についても、お
おむね良好に達成されている。 

４．今後の研究の推進方策 

 
スピン到達時間は、脳血流の灌流圧と深い
関連を持つと考えられるため、この到達時
間マップが、良性の乏血状態か進行性の虚
血状態かの閾値を提供し得るかどうか検討
する。 

 
GABA の代謝のデータは、論文にまとめる作
業にはいっている。 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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